
Ⅳ 算数の問題と
調査結果・分析等

１ 「設問のねらいと評価」について

◎ 「大問・領域」には「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」の４領域を、「設問

のねらい」には小問ごとの設問のねらいを、「評価」の項目には、「算数への関心 意欲･

態度」「数学的な考え方」「数量や図形についての技能」「数量や図形についての知識・

理解」の４観点に該当するものを○印で示した。

２ 「調査結果の概要と分析」について

◎ 調査結果の概要と分析については、「全体（教科全般）」「領域別（領域や内容別）」「継

続して見られる課題」を示した。 

（◇：良好な結果が見られた点 ◆：課題が見られた点 ○：指導のポイント）

３ 「領域別調査結果の考察と指導のポイント」について

◎ 大問ごとに設問・正答・結果・誤答例等について左ページに、その考察（分析・指導

のポイント）について右ページ以降に記した。 

※ 分析等では、小数第２位を四捨五入した調査結果を用いている。 

（※誤答例は、抽出児童の主な誤答について頻度の高いもの） 

分析ページの構成と見方について 

教科に関する調査

･



－ �� － － �3 －



－ �� － － �3 －



8
3

8
4

－ �� － － �� －



T. 3.8 59 2242

C. 4 60 240

4

－ �� － － �� －



T

C 0.1

－ �� － － �� －



10
8

4
11

4
11

5
7

2
1

3
1

                                 

1/5

1/5 7
7/5

2 7/5
7/5 

5
1

T 1

－ �� － － �� －



－ �� － － �� －



45 50

23 11
35 55

45 50
50 45

50

－ �� － － �� －

① ② ③

１時間 １５分 ３５分



－ �0 － － �� －



56.4  28.8

－ �0 － － �� －



－ �� － － �3 －



12 

(1)55.8 (2)46.9 20
(1) 77.4 83.6 (2)

64.1 61.6

20 .27 21 .29 23
.33

－ �� － － �3 －



10

23 69.4 75.6 6.2

－ �� － － �� －



－ �� － － �� －



－ �� － － �� －



－ �� － － �� －

問題 15(2)
右のグラフは、日本のある市の月ごとの気温を折れ線グラフに、

雨の量をぼうグラフに表したものです。グラフを見て、正しいも

のを下の①～④の中から１つ選んで、その番号を解答用紙の

の中に書きましょう

 ① 気温が低くなるにつれて、雨の量もへっていく。

 ② 気温の変化がいちばん小さいのは７月と８月の間である

 ③ ５月と６月の雨の量の合計は 200 ㎜をこえている

 ④ ９月が一番雨の量が多く、気温も一番高い

分析 この問題は折れ線グラフと棒グラフが一つのグラフにまとめられているのが特徴である。

平成 22 年度の同様の問題と比較すると正答率が 6.9 ポイント上昇しているが、正答率は

51.7％である。グラフで示された数値を正確に読み取る力が不足していることや、２つの項

目を関連付けて見ることができないことが考えられる。

指導のポイント 

 グラフで示されたことを適切に読みとる 

グラフで示されたことを適切に読みとるために、棒グラフでも折れ線グラフでもまず以下の４

つ手順をふむ。

２つの項目を関連付けて見られるようにするために、「最も気温が高いのは何月ですか。また、

その月の降水量は？」など、折れ線グラフと棒グラフを関連づけた発問をする。また、他教科と

の関連をはかりながら、グラフに書いたり、読んだりする作業を取り入れるとよい。

表題を見て何を表したグラフかを知る。

縦軸・横軸が何を表しているのかを確認する。 

１目盛りの数値をおさえる。 

それぞれの項目の棒や折れ線が表している数量の大きさを正しく読みとる。

② 横軸は「月」を表している

②この縦軸は

降水量を表し

ている。棒グラ

フは降水量を

表すから、棒グ

ラフを読むと

きは、この縦軸

を使う。

③5マス目で

5 度だから、

1 目盛りは 1
度。

③5 マス目

で 100 ㎜だ

から、1 目盛

りは 20 ㎜。

④７月の気温は25

度から 3 つ上の目

盛りだから 28 度。

30度から 2つ下の

目盛りとも読め

る。

数量関係 

①

②

③

④

① 表 を見る。題

②この縦軸は

気温を表して

いる。折れ線

グラフは気温

を表すから、

折れ線グラフ

を 読 む と き

は、この縦軸

を使う。
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自分で考えた図・表

辺の長さなど、分かることをどんどんかきこもう！！
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